
1995～2001 灘チャレンジ初期

・1995年6月4日 復興祭―NADA Challenge― 開催
中北委員⾧の下，六甲八幡神社（現在駐車場となっている場所）
で開催される．約3,000人の来場者を得た．

・1996年6月 NADA Challenge 開催
内野委員⾧の下，1995年と同じ場所で第2回が開催される．この年
は，神戸大学総合ボランティアセンターとの共催という形で開催
れる．
現在の灘チャレンジ実行委員会は，学生震災救援隊と総合ボラン
ティアセンターの2つの団体に所属する形となっており，1996年
のNADA Challengeがその始まりとなっている．

・1997年6月 NADA Challenge 開催
過去2年で開催場所としていた六甲八幡神社の場所が駐車場として
整備されたことから，会場を都賀川公園に移して開催される．
この年から助成金を得ることができなくなり，水道筋商店街など
から広告協賛をいただくことが始まる．

・1998年～ 灘チャレンジ 開催
祭りの名称が“NADA Challenge”から“灘チャレンジ”に変更される．
98年は大和公園に開催場所を移したが，99年以降は毎年都賀公
園で開催されるようになる．

2008～2018 灘チャレンジ

・2008年6月1日 灘チャレンジ2008 開催
社会問題を題材とした風刺劇の公演が灘チャレンジのメイン企画
となってきた．この年は夜間中学を題材とした劇．

2008年7月28日 都賀川水難事故
2009年の灘チャレンジ以降，都賀川水難事故の継承活動が展
示等の企画で毎年行われるようになる．

1995年の復興祭―NADA Challenge―から，毎年寸劇が公演される．

・2016年の灘チャレンジより，消火器を使った消火訓練体験企画を
開始

2019～ 灘チャレンジ

・2019年の灘チャレンジ2019が雨により中止

・2018年の灘チャレンジ2018では，10,000人の来場者を得る．

・2020年 都賀川公園での開催を断念し，12月にオンライン上での企画
を計画．“オンライン灘チャレンジ”を実施．

・2021年 都賀川公園での開催を断念し，冊子「なだなんだ」を発行．

・2022年 4年ぶりに都賀川公園で開催．
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左から灘チャレンジ2008，灘チャレンジ2013，灘チャレンジ2015

灘チャレンジ2023


